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（注
報告

（注

（１）

①きょう

○「２人

次いで

人」が

 
 
②主に子

○「父母

に母親

母」が

 
 
 
③日頃子

親族・知

○「緊急

にみて

「日常

みても

急時に

らえる

 

（２）

①母親の

○「以前

はして

も多く

ト・ア

労中/

 

 

１ ＜ア

1）以下の内
告書」から一

2）「＊就学児

子どもの

うだいの数

」が 48.4％で

で「３人」が

が 20.2％です

子育てをし

母ともに」が

親」が 44.1％

が 0.9％です

子どもをみ

知人の有無

急時には祖父

てもらえる」

常的に祖父母

もらえる」が

には友人・知

る」が 8.2％

母親の就

の就労状況

前は就労して

ていない」が

く、次に「就

ルバイト等」

フルタイム」

アンケー

内容は「北茨
一部抽出した

児童」は就学

の家庭の

 

で最も多く、

24.9％、「１

す。 

ている方 

54.1％、「主

％、「主に祖父

。 

てもらえる

 

父母等の親族

が 57.2％、

母等の親族に

43.0％、「緊

知人にみても

です。 

就労状況 

 

ていたが現在

が 39.4％で最

就労中/パー

」25.4％、「就

」24.3％です

ート調査結

城市子ども
たものです。

学児童保護者

状況 

主

父

る

族

、

に

緊

も

在

最

ー

就

す。 
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結果＞か

・子育て支援
 

者調査結果、

から 

援事業計画策

無印は就学

策定のための

学前児童保護者

アンケート調

者の調査結果

調査結果

果。 



 

（パー

1）母

○「パー

けるこ

最も多

はある

ない」

あり実

が 5.4

 
（「以前

2）母

○「１年

後に就

最も多

もしく

い」が

などに

となっ

 

②育児休

1）母親

○母親は

が 54.

「取得

が 26.

が 15.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト・アルバ

母親のフルタ

ート・アルバ

ことを希望」

多く、次いで

るが実現でき

が 29.8％、

実現できる見

4％です。 

前は就労して

母親の就労

年より先で子

就労したい」

多く、次に「す

くは１年以内

が 26.3％、「子

に専念したい

っています。

休業取得の

親の取得状況

は「働いてい

7％で最も多

得した（取得

7％、「取得

5％です。 

イト等で就

タイムへの転

バイト等を続

が 41.3％で

で「転換希望

きる見込みは

「転換希望が

見込みがある

ていたが現在

労希望 

子どもの成長

が 44.0％で

すぐにでも、

内に就労した

子育てや家事

い」が 19.4％

 

有無 

況 

いなかった」

多く、次いで

得中である）」

していない」

就労している

転換希望 

続

で

望

は

が

る」

在は就労し

長

で

た

事

％

で

」

」
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2）母親

○「子育

ため退

38.7％

場に育

った」

休業を

あった

 
 
 
 
 
 
 
3）父親

○父親は

77.0％

 
 
 
 

（３）

①「定期

○「利用

「利用

です。

 
②定期的

○「認可

も多く

園」が

の就園

です。

 
 

親：取得して

育てや家事に

退職した」と

％で最も多く

育児休業の制

21.1％、「職

を取りにくい

た」が 18.3％

 

親の取得状況

は「取得して

％と多数を占

教育・保

期的な教育

用している」

用していない

 

的に利用し

可保育所」が

く、次いで

が 28.0％、「

園時間の利用

 

ていない理由

に専念する

という人が

、次に「職

制度がなか

職場に育児

い雰囲気が

％です。 

況 

ていない」が

占めています

保育事業

・保育の事

が 72.3％、

い」が 27.6％

ている教育

が 44.3％で最

「認定こども

幼稚園(通常

用)」が 26.5％

由 

が

す。 

の利用現

事業」の利用

、

％

育・保育の事

最

も

常

％
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現状・利用

用の有無 

事業 

用希望等



 

③今後定

○「幼稚

利用)

く、次

35.7％

32.7％

 
 
 
 
 
 
 
④現在利

○「利用

で最も

子育て

「その

ている

です。

 
＜地域子

○「新た

したい

61.0％

「利用

用した

用して

を増や

す。 

 

⑤病気や

○「あっ

かった

います

２歳以

が高い

 
 

定期的に利

稚園(通常の就

」が 45.3％

次に「認可保

％、「認定こど

％です。 

利用してい

していない」

も多く、次い

て支援事業」が

の他北茨城市

る同様の事業

 

子育て支援

たな利用や日

いとは思わ

％で最も多く

用していない

たい」が 20.

ているが今後

やしたい」が

やケガで通

った」が 66.

た」が 27.0％

す。なお、年齢

以下で「あっ

い傾向がみら

用したい教

就園時間の

％で最も多

保育所」が

ども園」が

る地域子育

」が83.1％

いで「地域

が11.7％、

市で実施し

業」が5.8％

拠点事業の

日数を増や

ない」が

く、次いで

いが今後利

.9％、「利

後利用日数

が 6.8％で

常の教育・

.9％、「な

％となって

齢別では、

った」割合

られます。 

教育・保育事

育て支援拠点

の今後の利用

保育事業が
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＜病気や

○「母親

最も多

人に子

が 43.

護者が

 
 
 
 
 
⑥不定期

○「利用

で最も

体的に

「幼稚

期の延

かり」

かり保

で)」

 
 
⑦泊りが

○「なか

た」が

 
 
 
 
＜対処方

○対処方

てもら

を占め

 
 
 
 
 

やケガの時

親が休んだ」

多く、次いで

子どもをみて

5％、「就労し

がみた」が 2

期に利用し

用していない

も多くなって

に利用して

稚園の預かり

延長)」が 9.7

が 4.8％、

保育(2 歳児 4

が 0.7％です

がけで家族

かった」が 79

15.9％とな

方法＞ 
方法は「親族

らった」が 8

めています。

の対処方法

が 67.3％で

で「親族・知

てもらった」

していない保

5.2％です。

ている事業

い」が 80.8％

ています。具

いる事業は

り保育(不定

7％、「一時預

「幼稚園の預

4 月～3 歳ま

す。 

以外にみて

9.6％、「あっ

っています。

族・知人にみ

8.4％と多数

 

法＞ 
で

知

保

 

業（私用、親

％

具

は

定

預

預

ま

てもらわなけ

っ

。 

み

数
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親の通院、不定

ければならな

定期の就労等

ないこと 

等の目的） 



 

⑧放課後

 
1）放課

○「利用

「利用

です。

 

2）今後

○「今後

○利用し

用日数

で最も

日」が

利用し

用希望

 

⑨小学

○「利用

は特に

も多く

動など

が 36

ラ ブ

14.5％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後児童クラ

課後児童クラ

していない」

用している」

 

後の放課後児

後も利用しな

したい方の週

数は「週５日」

も多く、次い

が 15.9％です

したい方の土

望は「なし」

4 年生以降

用を希望する

にない」が 38

く、次いで

ど習い事をさ

.9％、「放課

を 利 用 し た

％です。 

ブの利用状

ラブの利用状

」が87.2％、

が 11.5％

児童クラブの

ない」が 85.5

週当たり利

」が38.9％

いで「週 3

す。なお、

土・日の利

が 45.1％、

の希望する

るサービス

8.5％で最

「クラブ活

させたい」

課後児童ク

た い 」 が

状況・利用意

状況 

の利用意向

5％、「利用し

「ある」が 3

る放課後の過
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意向 ＊就学

 

したい」が 1

39.8％となっ

過ごし方 

学児童 

10.1％です。

っています。

＊就学児童
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⑩市の事

○「マル

87.9％

で「小

ドセル

「市発

報誌」

います

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）

①子育て

＜就学前

○「何と

感じる

多く、

安や負

29.2％

い」が

 
 
 
 
 
 
 

事業の認知

ル福制度の拡

％で最も多く

小学校入学時

ル配布」が 8

発行の子育て

が 85.9％と

す。 

子育てに

てに関して

前＞ 

となく不安や

る」が 44.6％

次いで「あ

負担は感じな

％、「なんとも

が 12.4％です

度 

拡充」が

、次い

時のラン

86.7％、

て支援情

となって

について

不安感や負

や負担を

％で最も

あまり不

ない」が

もいえな

す。 

の不安・

負担感を感じ
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楽しみ

じること 



 

＜就学児

○「何と

感じる

多く、

安や負

27.4％

い」が

ます。

 

②子育て

○「食事

と」が

次いで

ぎてい

が 37

育・発

が 34.

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③気軽に

○「いる

「ない

 
 
 
 
 

児童＞ 

となく不安や

る」が 35.9％

次いで「あ

負担は感じな

％、「なんとも

が 18.9％とな

 

てに関する

事や栄養に関

が 39.7％で最

で「子どもを

いるような気

7.6％、「病

発達に関する

9％です。 

に相談でき

／ある」が 9

い」が 4.5％

や負担を

％で最も

あまり不

ない」が

もいえな

なってい

日頃の悩み

関するこ

最も多く、

を叱りす

気がする」

気や発

ること」

る人や場所

93.2％、

です。 

み、気になる

所 
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（「いる

＜子育て

○「祖父

で最も

や知人

士」が

 
 
 
 
 
 
④子育て

○「楽し

とが同

で最も

いと感

が 36

ことの

です。

 

（５）

＜就学前

希望 
○希望で

間を優

多く、

トを優

事時間

なって

現実 
○現実で

間を優

多く、

優先」

ベート

なって

 

る／ある」に

てについて

母等の親族」

も多く、次い

人」が 75.8％

が 19.7％です

てについて

しい・大変と

同じくらい」

も多く、次い

感じることの

.5％、「大変

の方が多い」

 

仕事時間

前＞ 

では「家事

優先」が 77.0

次いで「プ

優先」が 13.

間を優先」が

ています。 

では「家事

優先」が 61.9

次いで「仕

が 34.5％、

トを優先」が

ています。 

に○をつけた

気軽に相談

」が86.4％

いで「友人

％、「保育

す。 

感じること

と感じるこ

が 52.6％

いで「楽し

の方が多い」

変と感じる

が 8.6％

間とプラ

（育児）時

0％で最も

プライベー

.0％、「仕

が 7.2％と

（育児）時

9％で最も

仕事時間を

、「プライ

が 1.2％と

た方） 
談できる相手

と 

イベート
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トの優先度度 



 

＜就学児

希望 
○希望で

間を優

多く、

トを優

事時間

なって

現実 
○現実で

間を優

多く、

優先」

ベート

なって

 

（６）

①市が重

○「妊娠

備や小

78.3％

「子育

の充実

サービ

です。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童＞ 

では「家事

優先」が 70.9

次いで「プ

優先」が 17.

間を優先」が

ています。 

では「家事

優先」が 50.7

次いで「仕

が 42.8％、

トを優先」が

ています。 

市の施策

重点的に取

娠・出産医療

小児医療の

％で最も多く

育てに伴う経

実」が 58.3％

ビスの充実」

 

 

（育児）時

9％で最も

プライベー

.1％、「仕

が 7.7％と

（育児）時

7％で最も

仕事時間を

、「プライ

が 1.6％と

策につい

り組む必要

療体制の整

充実」が

く、次いで

経済的支援

％、「保育

が 44.7％

て 

要性が高い施
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施策 
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②市が重

○「小児

医療の

最も多

安心な

が 55

害から

推進」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的に取

児救急医療な

の充実」が 82

多く、次いで

なまちづくり

.3％、「犯罪

ら守るための

が 42.8％で

 

り組む必要

など小児

2.8％で

「安全・

の推進」

罪等の被

の活動の

です。 

 

要性が高い施
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資料２ 北茨城市子ども・子育て会議条例 
平成２５年６月２５日 

条例第１４号 

（設置） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号。以下「法」という。）第７７

条第１項の規定に基づき、北茨城市子ども・子育て会議（以下「会議」という。）を置

く。 

（組織） 

第２条 会議は、委員１５人以内で組織する。 

２ 委員は、保護者（法第６条第２項に規定する保護者をいう。）、事業主を代表する者、

労働者を代表する者、子ども・子育て支援（法第７条第１項に規定する子ども・子育て

支援をいう。以下同じ。）に関する事業に従事する者、子ども・子育て支援に関し学識

経験のある者その他市長が必要と認める者のうちから、市長が委嘱する。 

（任期） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長） 

第４条 会議に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、会議を代表する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 会議は、会長が招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところに

よる。 

（関係者の出席） 

第６条 会議は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聞くこと

ができる。 

（委任） 

第７条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年８月１日から施行する。 

（北茨城市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 北茨城市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３６年

北茨城市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略  
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資料３ 北茨城市子ども・子育て会議委員名簿 

 

No. 団 体 名 等 役 職 名 等 氏  名 備 考 

１ 公募委員 保護者 山崎 英子  

２ 公募委員 保護者 岩瀬 忍  

３ 事業主代表（幼稚園） 
（学）豊田学園理事長

（旭幼稚園） 
豊田 海洋  

４ 事業主代表（保育所） 
（福）清和会理事長 

（みなみ保育園） 
小池 健  

５ 事業主代表（児童クラブ） 

（福）丸昌会理事長 

（中郷フレンドリーク

ラブ） 

渡邉 操  

６ 
労働者代表（連合北茨城協

議会推薦） 

武蔵野化学労働組合代

表 
鈴木 康治  

７ 学校代表者 中妻小学校長 戸倉 雅子  

８ 市議会議員代表 文教厚生委員長 蛭田 千香子 副会長 

９ 学識経験者 東北福祉大学教授 三浦 剛  

10 学識経験者 元教育委員 大塚 淳子  

11 
社会福祉協議会 

（子育て支援事業従事者） 
事業推進課長 瀧 利博  

1２ 北茨城市 副市長 石田 奈緒子 会長 

1３ 北茨城市 市民福祉部長 

神尾 武仁 H26.3.31 まで

高星 秀穂 H26.4.1 から 

1４ 北茨城市 教育次長 滑川 精一  

1５ 北茨城市 

保健センター 

未就学児担当保健師 
篠原 はるみ H26.3.31 まで

健康づくり支援課 

未就学児担当保健師 
安島 はるな H26.4.1 から 

※平成 26 年 4 月 1 日、市の機構改革により保健センターが健康づくり支援課となる。 
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資料４ 子ども・子育て会議のこれまでの経過 
年
度 

月日 内容 

平

成

25

年

度 

8 月 26 日 

第１回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)概要説明 

(2)ニーズ調査（案）について 

(3)その他 

9 月～10 月 就学前・就学児童の子育て家庭へのアンケート調査の実施 

3 月 25 日 

第２回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)次世代育成計画の検証について 

(2)新制度実施計画における区域の設定について 

(3)ニーズ調査結果を踏まえた「保育に欠ける児童」の基準時間の 

設定について 

(4)今後の審議内容とそのスケジュールについて 

(5)その他 

平

成

26

年

度 

5 月 27 日 

第１回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)北茨城市子ども・子育て支援事業計画について 

(2)教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業に関する量の見込み

の考え方について 

(3)策定スケジュールについて 

(4)その他 

6 月 25 日 

第２回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)量の見込みの設定及び確保方策について 

(2)子どもをとりまく現状・課題について 

(3)その他 

   ○利用者負担について 

   ○次回日程について 

8 月 19 日 

第３回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)量の見込みの設定及び確保方策について 

(2)新計画の策定について 

(3)その他 

   ○子ども・子育て支援新制度に係る基準（案）について 

11 月 27 日 

第４回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)子ども・子育て支援事業計画（素案）について 

(2)子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について 

(3)その他 

1 月 20～2 月 9 日 パブリックコメント実施 

2 月 24 日 

第５回北茨城市子ども・子育て会議 

(1)子ども・子育て支援事業計画（素案）について 

(2)子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について 

(3)子ども・子育て支援法に基づく過料の規定について 

(4)その他 

 




